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伊予市立中山中学校 

２年  氏名：坪田 優奈 

線をねじる作業は慣れてくるにつれて、だんだん

上手にできるようになりました。事業所の皆さんが

「わからないことがあったらなんでも聞いてね。」

と優しく言ってくれて、とてもうれしかったです。 

カプラに線を入れる作業では、近くで細かい線を

見ながら入れていたので、目がとても疲れました。

チューブを切る作業の時には、刃物を使っていたの

で、手を切らないように気を付けました。 

 

この職場では一人で黙々と集中して作業をする時

間が多いので、一人で静かに作業をしたい人にいい

なと思いました。この仕事は近くを見ることが多い

ので目が疲れると思います。それでも皆さん頑張っ

ていてすごいなと感じました。 

 

色々な機械で使われる線なので、線の順番を間違

えて機械が正常に動かなかったらいけないので、こ

のような仕事では、絶対に失敗は許されないという

ことを学びました。 

 

2 日目も 1 日目と似たような作業をしました。最初

に線をねじり、その後、作った線を入れるチューブを

切りました。600 本くらい切りました。とても手が疲

れたけれど、従業員の方はこれを毎日していると考え

るとすごいなと思いました。 

 

１日目は、最初に工場長と一緒に２本の電線をね

じって 1 つの線にする作業を行いました。ずっと線

を引っ張っていないといけなかったので、とても手

が痛かったです。ねじる線はいろいろな長さがあり

ました。また機械でねじるので回す回数も大切でし

た。従業員の方に回数を教えてもらいながら、すべ

ての線をねじることができました。  

その後は何種類かの線を「カプラ」という小さい

プラスチックの中に入れる作業を行いました。入れ

る線の順番に気を付けて作業しました。家で祖母が

同じ作業をしているところを見たことがあったので

そこまで難しくなかったです。 

昭和 56 年 

伊予市中山町佐礼谷 94-2 

みんなが優しい 

15 人 

創業： 

住所： 

特色： 

： 

西本電子工業 

従業員の皆さんが優しくて、一人一人がそれぞれの作業をしている

ので一人で集中して作業をしたい人におすすめです！ 


